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総合情報システムのネットワーク構成イメージ

日立製作所日立工場(以下,日立工場と言う｡)構内,関連事業所,建設現他出張先および海外から,ネットワーク網または電話回線網を利用

して,日立工場の資源を利用する｡

最近の情報処理･情報通信分野でのハードウェ

ア･ソフトウェアの技術革新は秒針分歩で進展して

いる｡したがって,その利鞘方法も従来とはまった

く異なる発想が必要となる｡情報技術は単なる合理

化手段ではなく,企業活動の中でいかに戦略的に活

用すべきかが問われるようになってきた｡すなわち,

企業活動での情報技術利用の巧才出が経営効率に人き

*口束製作所 口_寸二⊥二場

な影響を与えるようになってきたのである｡

このような認識のもと,日立工場では企業内の複

雑かつ多様な日常業務に対応可能な情報システムを

構築中である｡情報処理共通基盤として,ネットワ

ークに接続された情報機器を使用した情報共有環

境･システムの一元的適用管理体制を確立し,ユー

ザーニーズに即応できるシステムを目指している｡
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n はじめに

R束工場では,平成2年から間接業務の抜本的効率向

_l二を目的に総合情報システムを構築してきた｡
従来の間接業務の合理化は,対象業務ごとに最適なハ

ード･ソフトを利用し,投資効果の大きい定型業務を優

先して推進してきた｡しかし,合理化が進威するに従っ

て各職場にデータや操作に互換性のなし一行程の守肘情報

機器･ソフトが導人され,投資の重複のおそれがけ一てき

たこと,相対的に非定型業務が多くなったこと,業務シ

ステム間を接続することがしだいに裡雉になってきたこ

となどの問題が生じてきた｡

そこで,今後の間接業務のあらゆる合埋化ニーズに迅

速にこたえるために,まず情報処理共通基盤を確‾在し,

その上にアプリケーションシステムを構築するというア

プローチに転換することとした｡これを総合情報システ

ムと呼ぶ｡ここでは,そのネットワークの構築と応用事

例について述べる｡

8 総合情報システムのコンセプト

総合情報システムのねらいは｢ペーパーレスを指向し

たインテリジェントオフィスの実現+による｢間接業務

の抜本的効率向上とスピードアップ+である｡この環境

を実現するために,‾卜記のような方針で推進している｡

(1)情報処理共通基盤の確立

間接業務担さIi者全員にパソコンまたはワークステーシ

ョンを装備し,LANを構内全域に敷設することによっ

て机上からネットワークに接続された各種資源を日向に

利鞘できる環境を構築する｡

(2)情報の共有

メインフレーム,ワークステーションおよびパソコン

の役割を明確化して分散処坤を推進するとともに,情報

の共同利鞘を図るため各種サーバを幣偏する｡サーバ間

の情報伝達を効率化し,共通情報サービスを実現する｡

(3)ユーザーニーズヘの即応

システムの早期立ち上げとシステム保守の軽減を図る

ため,流通ソフトの徹底利用,共通システムの集中開

発,およびソフト開発環境を整備する｡

(4)ユーザーフレンドリー訓育報処理

r告J接業務担当令員のシステム活用を実現するため,初

心者でも簡単に操作吋能なカラーグラフィック表′Jミ,マ

ウスによるメニュー選択方式を採用し,迅速な応答を確

保する｡

総合情事【妄システムは平成7年完成を目指しており,そ

の小の情報処理共通基盤は図1に示すスケジュールで構

築小である｡

切 情報基盤構築方針

情報碁盤は大別して,ネットワークとそれに接続する

各種クライアント,サーバなどの情報端末機器,および

情事Ii端末機器に搭載する基本ソフトの3種に分類される｡

総合情報システムでは,社内,関連会社,社外および

海外との間をネットワークで接続し,広域ネットワーク

を介して日立工場の生産にかかわる情報を相互に交検す

平成2年l 3年 1 4年 1 5年 1 6年

基本計画

ネットワーク構築

計画

機器導入計画

パソコンの多目的

利用計画

･

･基本計画立案 +AN用WAN整備(発電所,社内事業所,関連会社)

計画的工場内LAN構築(10BaseT)

_-スへ-ス

(10日ase5)

第一幹臥AN敷設 第二醐LAN敷設
社外+AN接続(e叫ファイル転送)l

ニーズベース機器導入
WS集中導入パソコン集中導入第一紺F贈位)

･l

パソコン導入(PR目的) パソコン集中導入第二次(システム単位)

ノベルのNetWare⑧り導入 パソコンとホストとのファイル転送導入
パソコンのホストオンライン端末化
l

′りコンのWS,ホスト端末

電子メールシステム導入
cc:Ma‖書2導入

注:略語説明ほか WAN(WldeAreaNetvJOrk),WS(Workstation)

*1NetWare■壬むは,米国No〉e=[C.の登録商標である *2 cc:Mallは,米国+ot=SDevelopme[tCorp･の商品名称である

図l情報処理共通基盤構築スケージュール

総合情報システムでのネットワーク,機器導入およびパソコンの利用に関する計画を中心としたスケジュールを示す｡
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ルータ メイン メール

フレーム サーバ ファイルサーバ群

ることによって情幸l･i伝達のスピードアップを【1指してい

る｡このように,広域ネットワーク環境でl苗報交換を行

う十i絹枝巷髄構築に際し,以下に述べる3ノ1を基本方針と

した｡

(1)l-r引祭標準システムの採川

構成機器旨,プロトコル,基本ソフトなど,過仁相子と

の整合性を維持するためにl玉1際標準システムを採打ける｡

(2)ネットワーク構成の柔軟件

ネットワーク構成機器の技術中二新が急速に進展してい

る現在,鼓新技術への切り替えが容易であること,特定

のラインに,トラフィックが集中するような兆候がちユれ

た場介,ネットワーク負ポff分散が叶能な構造であるこ

と,また,尉L織変更による構成変‾如が容易な構造とする

ことなど,ネットワーク構成の柔軟性を維持できる構造

とする｡

(3)信相性確保のための遵川f刷舶准巾ニ

ネットワークを利鞘し,【I常の業務を推進する環咤で

は,ネットワークのダウンが業務停止に直結する｡した

がって,ネットワーク監視装置による障害発チト千防保全,

トラフィック量把握のためのデータ収集装置による統計

処押の定形化,‾ルー･,障害がヲ芭生した場合に備え,ネッ

トワークう川路の確保など,伝根性を維持できる選別体

制を確_＼1二する｡

田 情報基盤と特徴

4.1日立工場ネットワーク構成

什七_1二場のネットワーク構成概要を図2に示す｡

ネットワークは,幹線LAN,支線LANおよぴフロア

LANの3階層で構成する｡第･-･幹線LANは,L柑二丁場

の敷地に散在する製造棟群,管理棟群および識汁椀鮮を

附J了二に接続しており,21の拠一亡よを一例13kmの光ケーブ

ルで接続する構成である｡第二幹線LANは,ファイルサ

ーバ群が集小配置されている娃寝(ネットワーク管増毛)

および各設計棟6拠点に設讃したスイッチングハブを一

周2kmの光ケーブルで相二/J二接続する構成である｡芥拠

ノ∴(から,10Base5同帥ケーブル約7()本で構成する支線

LANを腿閲し,さらに約4()0子iのハブで1()Basellツイス

トペアケーブルで構成したフロアLANへと腿関している｡

これらのネットワークケーブルの総延良は約165km

で,接続端末汽数は3,000台を超える｡ネットワーク稼

重か卜でも終端火の移動や新設を叶能とし,組織の統廃介

やローテーションに即応したフレキシブルな栴成とする

ため,行端末は川BaseTのモジュラジャックによるネット

WAN

事業部

間達会社

現 地

幹線+AN

支線LAN

フロアLAN

/＼ソコン

■下+ORA”

第一幹線

集合ハブ

ハブ

ハソコン,

ワーク

ステーショ

ハブ

二腐

SWH

SWH

プリンタ

第二幹線

SWH

⊂]

ハフ

など ハソコン

`下+ORA''

注:略語説明 SWH(スイッチングハブ),ハブ(分岐装置)

図2 日立工場ネットワーク構成

ネットワークを階層的に構築している｡

ワーク接続とした｡

4.2 情報端末と情報サーバ

メインフレーム,ワークステーションおよびファイル

サーバ上の各種情報をアクセスする情報端末として,

f)C-Al､再検機である日立のパソコン"FLORA''を採糊し,

表lにホすソフトウェアを搭載した｡また,NetWare■11■

によるCSS(ClieIltServerSystem)環咤を構築し,エン

ドユーザーにネットワークを意識させなし一棟作性と,遠

隔自動ソフトウェアメンテナンスによる機動性を川底

した｡

さらに,メインフレームやワークステーションおよび

NetWareし巨)ファイルサーバq-】の各種情報やプリンタなど

の芥稚リソースを各クライアント(FLORA)から簡単に

肝‾わ二利別可能とするため,通信ソフトウェアにODI

表l情報端末の標準ソフトウエア構成

エンドユーザーには,二れらのソフトウエアと遠隔自動メンテナ

ンスの仕掛けが組み込まれたパソコン"FLORA”が配布される｡

分 類 メーカー･製品 備 考

プラソトフォーム マイクロソフト･MS-Windows3.1+*1

ネットワークOS ノベル･NetWare■＼8′;3.11+

通信 ソ フト ノベル･LanWorkPlace*2 ODl仕様

文 書 処 理 マイクロソフト･MS-WORD*1

表 計 算 マイクロソフト･MS-Excel*1

電子 メ ー

ル 日立･SKBBS2 CC:Mailへ

日立･HOAP 移行計画中

*l MS-W‥1dows,MS-WORD,MS-Excelは,米国マイクロソフト

社の登録商標である｡

*2 LanWorkPlaceは,米国ノベル社の登銀商標である｡
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(OpenData-1inkInterface)仕様を採用し,IPX(Inter-

IletWOrk Packet Exchange)だけでなくTCP/IP

(TransmissionControIProtocol/InternetProtocol)通

信手順も同時にMS-Windows_Lで操作できるマルチ端

末環境を構築した｡

4.3 ネットワーク負荷分散

NetWare:R〉によるCSS環境では,終種データはネット

ワークを介してメモリからメモリへ転送される｡このた

め,ネットワークの転送能力が操作レスポンスを左耕す

る｡クライアントの性能に応じてどの程度のネットワー

ク負荷が牛じるかを図3に示す｡

486幣)-66MHz機では,数台の同時使用で転送遅延が

/I三じる｡これを解決するため,NetWare各ファイルサー

バにNIC(NetworkInterfaceCard)を複数枚装着し,各

支線LANを分割して直接サーバに接続する構成とした

(図4参月別｡また,TCP/IPなどの通信ルートを切断す

ることなくIPXに関してだけ各支線LANをネットワー

ク分別するため,支線LAN中継装置にIPX通過禁止を

論二哩的に設定した｡

4.4 ファイルサーバの集中配置とネットワーク構成

NetWare但ワァイルサーバは,下記の観点から集小配

置構成を採川した｡

(1)稼動環境の強化(空調二重化,安定化電源)

(2)運用作業の迅速化･省ノJ化(稼動管理,データ保全)

(3)障害状況の迅速な把捉と対策(一子備機の共用)

(4)情報セキュリティの確保(立ち入り制限)

サーバ群とクライアント群との最適な接続ルートは,

※)486は,米同インテル社の商標である｡

486-66MHzCPU

搭載クライアント

0

0

2(
㌔
)
捏
瓜
ヘ
ー
P
+
＼
′
せ

/
486-25MHzCPU

搭載クライアント

386り一20MHzCPU

搭載クライアント

0 10 20 30 40 50

転送遅延時間(s)

注:*1386は,米国インテル社の商標である｡

*2 Excelは,米国マイクロソフト社の商品名称である｡
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図3 データ転送時のネットワーク負荷

l.5MバイトのExcel*2データを,サーバからクライアントヘ転送

した場合を示す｡
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メインフレーム

支線1

支線LAN

中継装置

/避NetWare⑫パケット
(lPX)

通過禁止

ファイルサーバ

論理的に

ネットワーク

を分割

FJORA

NetWare⑱(lPX)の
ファイルサーバ

ネットワーク構成

支線1

FLORA

注:* 実際は第二幹線+ANを経由して接続

図4 NetWare八の負荷分散構成概念

論理的に各支線を分割し,負荷分散を行っている｡

クライアント群を保有する組織の統廃合やローテーショ

ンによって変化する｡これに対応するため,スイッチン

グハブを用いたネットワーク接続構成とした(図5参

月日)｡各ポートに記載されている記号どうしが論理的に接

続されており,クライアント群の移動に伴い各ポートの

論理的な接続関係をスイッチングハブ制御ソフトウェア

で変更することによって,より最適な接続関係へとネッ

トワークを論理的に二再構成できる｡

切 情報基盤運用体制

5.1ネットワーク運用体制

CSS環境では,クライアントだけでなくファイルサー

バおよびそれらをつなぐネットワーク全体の正常動作を

常に確保することが連用上重要なので,CSS環境全体を

サポートする一体運用体制を組織している｡障害が発生

第二幹線LAN

ネットワーク管王里室 第一設計棟･…･第八｢設計棟

l

SWH SWH SWH

CIC2C3

l

織C
l

｢㌻

l

組

AILA2恒11B2桓3】cllc2iAILA2lB巾2

＼＼＼_.†＼＼＼
彗忙割讃:l!し■

組馴即塩織B用■瀾織C用
サーバ;サーバ…巳サーバ

+_七
l

織A
l

t

l

l 組織Bl
1

■■･■組織B

各支線+ANは,各ファイルサーバと
ファイルサーバ群集中配置 SWHを経由Lて論理的に接続される.｡

図5 論‡里的なネットワーク接糸売関係

ネットワークの接続関係は,ソフトウエアで自由に変更可能で

ある｡
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すると,FLORAllO番(ヘルプデスク)を経て,総合的な

一次切I)分けを実施するとl‾甜l寺に,各専門ラインへ分析

および対策を指示する体制としている｡このようなCSS

環境一体運糊体制により,システム的障害の切り分け迅

速化およびシステム運用技術の効率的な蓄積が可能で

ある｡

5.2 ネットワーク監視装置体系

ネットワークの運川状況の監視やネットワーク1嘩害の

分析ほ,各監視装置群によって常時実施している(図6

参照)｡通常時の通信状況の把捉は,障育時の障害範囲

の特定や異常程度の判断に欠かすことのできない情報で

ある｡また,分散配置した支線LAN監視装置では,行

文線の通信鳩歴が約1週間分口動的に記録されており,

障害発生に至った経緯が分析可能である｡

障害発生時のネットワークダウンタイムを梅力短縮す

るため,う卜小レートを設置するとともにその一切り替え訓

練を定期的に実施し,迅速な復I11や障害機器のネットワ

ークからの取り外し,および交換を容湯にした｡′卜後,

第一幹線LANと芽吉二幹線LANとを自軌的に使い分ける

ルータを設置し,幹線系の二重化を計丙小である｡

a 応用事例

総合情報システムの代表的な応用事例について以‾卜に

述べる｡

6.1総合オンライン生産手配システム

/L庄子配業務は大別して,図面,什様吾の袖写･配送

などの出図業務と,生産の指令をコンピュータに入力し

て,部品表などの生産帳票を什.ノJする業務から成ってい

[亘頭重司 監視範囲

亘三王≡王室亘喜塾堕】[互正室二三聖三]

WAN

幹線
+AN

支線+AN

フロアLAN

三≡堕】匝亘≡王二三三重∃
王室堕】[亘亘三三王二亘亘∃
垂直亘亘≡三正二]正三正三二重ヨ

三重亘∈亘亘垂直亘亘二二二]匡亘≡≡互二重ヨ
亘亘直亘亘王室亘亘直垂亘l[王亘二重二重亘]

妻三亘亘垂直三重蛮亘】[三二二≡二二亘垂亘1

亘匡亘亘亘∃亘二二二ニコ垣亘≡亘二二王垂直1

図6 ネットワーク監視装置体系

ネットワークの運用状況を常時監視し,正常な状態を把握してお

くことが大切である｡

る｡従来,山国業務は図而をマイクロフィルム化して一

括集中褐写し,関係部門に必要部数を配送していた｡ま

た,部品表は凶‾向および仕様苫の/l三産情報を出図管理部

門が端末から入力して,コンピュータによる1111川の

バッチ処理で作成し発行していたが,手作業が多く非効

率であり出開口数が長くかかっていた｡今回,炉=叶戸辞

表と仕様書を設計者がワークステーションで作成し,lズt

向,仕様書は光ファイルによる分散J+■.岡を行い,設計部

門から技術管稚(出岡管坤部門),製造,資材部l】1に_乍る

生産手配の抜本的な効率向_上と迅速化をねらいとした総

合オンライン生産手配システムを開発した｡

このシステムは,｢対話型設計手配システム+,｢オンラ

イン部品表展開システム+および｢光ファイル分散1'1封ブ

川図システム+の3サブシステムで構成している(図7参

照)｡芥サブシステムの特徴について以‾卜に述べる｡

(1)対話巧り設計手配システム

ワークステーション上で岡面番号,什様吾番-1j･の｢1軌

採番と岡面子算表･什様吉の作成を吋能にした｡また､

メインフレームとの連動により,l[1図面データ,恥甘一夫

データの括朋を図り,同時に製図便覧をマスタ化して,

その内容をマルチウインドウに表ホし,選択式に転記で

きるようにして,人力作業の効率化を阿った｡

(2)オンライン部品表展開システム

｢設計手配システム+とのデータの通勤を図り,=拝卜作

業者が部占占表システムを随時オンラインで起軌できるノブ

式を採用した｡これにより,出同部門での図面予算表デ

ータ,仕様書データの人力廃止と部品表出力の迅速化を

阿った｡

(a)対話型設計手配 (b)オンライン部品表 (c)光ファイル分散

システム 展開システム 自動出国システム

l設計l

製図便覧旧図

J設計手配システム

[コ

1技術管理J

予算表仕様書

部品表システム

1製造･資材】

部品表

予算表

作業指導票

ヒヨlコ組立品
リスト

迅雷慧

幹線+AN

予算表 仕様書

図面l

[]

光ファイル出回システ

図7 総合オンライン生産手配システムの構成

生産手配データの電子化,一元化によるオンライン部品衰展開処

理と光ファイルによる出回処理を行う｡
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図8 システム構成の一例

サーバ側ワークステーションを各部課の収支管玉里業務体系に合わ

せた階層構造にしている｡ユーザー単位にアクセスできるサーバ

を限定することによって,セキュリティをかけている｡

(3)光ファイル分散自動け.凶システム

図面,仕様書は光ファイルに常録してネットワークに

よる分散日動出lズlが可能な光ファイル出lツ1システムを採

什Jした｡

製造部では,作業二1二程に合わせて手順作業などの′仁産

準備川,作業指導票に合わせた加_｢川,組立.謀∫リストに

合わせた組立円の凹面,仕様書を.■い.力する｡また,資材

部門では,注文書に今わせた発注梢,検収票に合わせた

検収用の図面,什様書を出力する｡これにより製造部,

資材部の凶向管理業務を廃止した｡さらに,仕様吉には

作業別限,兆注番一巧-および三ヒ産管理情報を垂鞋すること

によって,車云記業務の箭ノJ化を匝】った｡

このシステムの開発により,∠Ii産手配の大幅な改善が

図られ,‾卜記の効果を上げることができた｡

(1)設計,製造,資材部門の手配作業工数の低減

(2)業務のスピードアップと出図H数の短縮

(3)情報の一元化と精度lらJ上による製品信根性の確保

6.2 分散型収支管王里システム

これまで収支管理業務は,メインフレーム集中当せシス

テムで‾1二場全体をほぼ一律の方式で行っていた｡しか

し,各部門での収支管和方式が異なるため,個々のユー

ザーが任意にデータを取りけ.し収支分析などを行うこと

は凶難であった｡このシステムは各部門の業務方式を作

意に取り込める分散型処理方式として機能拡張,構築し

たものである｡このシステムの構成を図8に示す｡シス

テムの構成要素であるメインフレーム,ワークステーシ
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表2 システムの各構成要素の役割

エンドユーザーはパソコンを用いて収支管理業務を行う｡

機 器 役 割

メ イ ン フ レ ーム 収支管理マスタデータの管理

ワークステーション
各部,課のデータ管ま里,データ編

集,レポート出力

パ ソ コ ン データ編集,レポート出力

ヨンおよびパソコンの役割を表2に示す｡エンドユーザ

ーは_口常業務でも多用しているパソコンの表計算ソフト

__卜で収支管稚データの‾更新や資料の作成が行える｡
この分散巧叫又支管押システムは,システムの芥構成要

素の特長を活用することにより,メインフレーム集中シ

ステムに対して以‾Fの特長を持っている｡

(1)ワークステーション,パソコンによる分散処坤

(2)白山なデータ編集とグラフ化が叫能

(3)マニュアルレスの簡単操作

これにより,郎られる効果としては,

(1)収支管坤業務の省ノJ化と精度向__卜

(2)収支管理業務の光子管理

(3)データ表示機能によるペーパー資料の削減

があげられる｡

このシステムではパソコンをクライアント,ワークス

テーションをサーバとした垂直分散により,ワークステ

ーションを介してメインフレームの収支管理データを臼

巾に耽り.リ■.し加_｢したり,-㌢算他を変‾起している｡この

CSS方式を実現するために,TCI)/IPネットワークでの

リモート端人機能(Telllet)やファイル転送機能(Ftp)を

利川している｡これらネットワーク機能による処理は,

いずれも衣盲汁算ソフトのマクロプログラム内で実行して

いるため,ユーザーにはあたかもパソコンだけを使って

いる感覚で作業を進めることのできる環塙を提供して

いる｡

8 おわりに

ここでは総合情報システムでの情封i基盤について述べ

た｡このシステムは,ネットワークを利川して情報を共

有することにより,企業での経営管理および間接業務の

高効率化をlツ】るものである｡

平成7年に全システムの完成にIf小ナて,情報システム

部l川才一丸となって枇り組む考えである｡




